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○令和４年度第２回渋川市総合計画審議会 結果概要

会議名称 令和４年度第２回渋川市総合計画審議会

開催日時 令和４年１１月４日(金)１０時００分から１１時５０分まで

開催場所 渋川市役所 第二庁舎 ２０１会議室

出 席 者 ○審議会委員：河藤委員、結城委員、侭田委員、荻野委員、奥泉委員、

木村委員、宮嶋委員、和田委員、水沢委員、桑原委員、

髙澤委員、寺島委員、加藤委員、齋藤委員、細谷委員、

野村委員、新井委員、松本氏（関口委員の代理出席）

○代理出席

○市長、教育長

○部局長：市長戦略部長、総務部長、総合政策部長、市民環境部長、

福祉部長、スポーツ健康部長、産業観光部長、建設交通部長、

危機管理監、上下水道局長、教育部長、議会事務局長、

監査委員事務局長、農業委員会事務局長

○事務局：政策創造課長、政策創造課統括主幹、政策創造課職員

配付資料 ・議事概要資料

・資料１ 市民意識調査結果の経年比較について

・資料２ 第２次渋川市総合計画後期基本計画（案）の概要

・資料３ 第２次渋川市総合計画後期基本計画（案）

・資料４ 指標の設定状況について

・資料５ 渋川市総合計画審議会委員からの意見等のへの対応につい

て

・参考資料１ 渋川市総合計画策定条例

・参考資料２ 渋川市総合計画審議会規則

・参考資料３ 第２次渋川市総合計画後期基本計画策定方針

・当日配付 諮問書（写）及び概要資料

会議次第 １ 開会

２ 挨拶

３ 諮問

４ 議 事

（１）報告事項

市民意識調査結果の経年比較について

（２）協議事項

第２次渋川市総合計画後期基本計画（案）について

５ その他

６ 閉会
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審
議
状
況

審
議
経
過

○議事（説明：政策創造課長）

（１）市民意識調査結果の経年比較について

・平成３０年度と令和４年度の市民意識調査結果の比較検証につい

て説明

（２）第２次渋川市総合計画後期基本計画（案）について

・第２次渋川市総合計画後期基本計画（案）について説明

・指標の設定状況について説明

・渋川市総合計画審議会委員からの意見等への対応について説明

結

論

（１）市民意識調査結果の経年比較について

・特に質疑等なく、承認

（２） 第２次渋川市総合計画後期基本計画（案）について

・各委員より資料の体裁や総合計画の各分野について、意見や質疑

があった。

・本審議会での意見及び審議会後に各委員から集約した意見を事務

局が整理し、１月に開催する第３回審議会において報告するこ

ととした。
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○ 議事の審議概要

（１） 第２次渋川市総合計画後期基本計画（案）について

【質問】

№ 委員からの質問 市からの回答

１

・重点プロジェクトに関して、項目と

しては変更はないが、新たに社会経

済情勢の変化を踏まえた推進の視

点を追加した、という整理でよい

か。

・お見込みのとおり。

２

・デジタル化に関して、今年度盛り込

まれる電子通貨について具体的に

教えてほしい。また、観光面を中心

としたものなのか、市全体を考えて

いるのか。

・１１月１日号の広報に掲載しているが、

地域経済の活性化、循環を目的とした電

子地域通貨で、１２月１２日の導入を予

定している。導入に際しては利用者への

ポイント付与キャンペーン等を実施し、

現在併せて加盟店の募集を行っている。

・市民以外でも利用が可能であるため、市

外の観光客等も、市内の事業所にもメリ

ットがある仕組みとなっている。

３

・生活に密接なスポーツが競技スポー

ツと並ぶ柱にできれば素晴らしい

と思うがどうか。

・分野２－４「スポーツと健康づくりの推

進」において３つの指標を設定している

が、生涯スポーツ関連が２指標、競技ス

ポーツ関連が１指標であり、施策として

はバランスの取れた設定になっていると

考える。

４

・審議会の実施後にも委員からの意見

を募って、後日整理のうえ回答する

という形の対応は可能か。

・第一回と同様、事務局から後日郵送等に

て意見を募り、後日回答することとした

い。

５

・産業界における人手不足、外国人労

働者の問題をどう捉えているか。ま

た、それをどう補おうとしているの

か。

・非常に懸念され、将来起きうることを想

定し、今から備える必要性を感じている。

そのためには、女性活躍のための働きや

すい環境整備、外国人材のための共生社

会の推進、デジタル技術の活用などに取

り組む必要があると考える。

６

・指標の中に、目標値が空欄となって

いる部分があるが、どのような状況

か。

・空欄となっている商業、工業関係の目標

値については、現在担当課で調整中のた

め、現時点では空欄としている。
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【意見】

№ 委員からの意見等

１ 計画全体に

関すること

・今回の資料を見ると、色々なことを行っているのがわかるが、

それを十分に宣伝できていない。色々な活動や、それをしてい

る人たちがいるので、うまくＰＲする必要がある。

・共生社会の観点から、計画はカタカナやアルファベットを多用

せず、少しでもくだけた内容として欲しい。

・市民意識調査結果の記述がないページや、計画（案）に掲載さ

れていない意見はどうなっているのか。

２ 安全・安心、暮

らしに関するこ

と

・特段の意見なし

３ 健康、福祉、ス

ポーツに関する

こと

・健康とは体を動かすことであり、生活の中にスポーツが溶け込

ませることが望ましいと考える。渋川スポーツクラブを活用し

て、一市民一スポーツ、生活の中へのスポーツを実現したい。

・地域での活動においては、地域の核となるリーダーを育成して

うまく地域で活動できるような地盤を整えてもらえるようお

願いしたい。

・子育てしやすい渋川市というのであれば、義務教育までを子育

てと捉えるのではなく、１８歳成人までを子育てと捉えて欲し

い。

・地域助け合い活動推進協議会として活動をしているが、その中

でも担い手不足がある。こういった活動にも、理解と協力をお

願いしたい。

４ 産業に関するこ

と

・産業分野において、人材不足が指摘されていながら、それの解

決に向けた指標が設定されていない。指標がないと、様々な支

援策を講じても結果の検証ができないのではないか。

・外国人労働者の問題については、確かに賃金が下がっている状

況はあるが、単に給料を上げれば良いというものではないと思

うので、難しい。

・伊香保の旅館も、人手不足で現状で７割８割の需要にしか答え

られない状況であり、何らかの対策は必要だと考える。

・社会情勢の影響もあり、農業離れや高齢化に拍車がかかってい

る。若者の就農を支援する方策、特に資金面での支援を周知し

ていけると良いのではないか。

・雇用の問題は独自の自治体政策で実施していくのは難しい部分

があることから、関連団体との連携が重要になってくると思
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う。

・働き方も多様化してきているので、二地域居住であったり、Ｄ

Ｘによる生産性の向上、効率化などを併せて、総合的に考えて

いく必要がある。

・ゴミの減量化について、渋川は県の平均よりもゴミの量が多い。

総合計画でうたうような内容ではないかもしれないが、今後は

市民の目に届くような周知方法を検討して欲しい。

５ 都市基盤、自然

環境に関するこ

と

・山林は、住環境の形成、水源、ＣＯ２の削減、生物の多様性、

土砂崩壊の防止など、広域的な機能を有している。引き続き維

持をして欲しい。

６ 教育、文化に関

すること

・特段の意見なし

７ 自治、協働、行

財政に関するこ

と

・特段の意見なし

８ 審議会に関する

こと

・委員は様々な専門団体の代表として参加しているので、自分の

領域での意見は多々あるかと思うが、時間の制限があるので、

計画全体を見ての意見を出すのが良いのではないか。

・バランスよく議論を進める必要がある。いくつかのテーマの中

で、キーワードを抽出して、そして議論ができるとより良いの

ではないか。

・この計画は市の大枠、向かうところを定める計画だと思うので、

細かな手法の話も良いが、全体を見た議論をした方が良いと思

う。


